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Ⅰ．長者原ビジターセンター等運営管理業務 

１．長者原ビジターセンター利用状況 

 

（1）入館者数 

・令和元年度の来館者数は、130,389 人であった（前年度比：約 6％増）。 

・入館者数は平成 27 年の熊本地震発生前のピーク時に戻りつつあったが、2 月以降新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響で、日によって変動が大きくなった。5 月は 10 連休のため平成 27 年度並みに

入館者が増加し、6 月は例年並みだった。8 月はお盆時期の台風、週末ごとの雨により入館者が減少

したが、9 月～11 月は週末ごとに天気のよい日が続いた他、12 月～2 月は積雪がほとんどなく自家

用車によるアクセスが比較的容易であったため、入館者数がここ 5 年で最も多かった。 

・国立公園満喫プロジェクトを受けて、くじゅう地域の情報発信・案内業務の国際化（英語中心）に

努めた。手作り展示も英語併記や英語解説シートを設置するなど、海外の人も楽しめるよう工夫した。

インフォメーションカウンターで職員が目視により計数した外国人来館者数は、年間でおよそ 2,500

名であり、来館者全体の 2％であった。ラグビーワールドカップの影響で欧米からの来館者が増え、

昨年度の約 1,700 名に比べるとおよそ 1.7 倍になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

来館者数推移（平成 29 年度～令和元年度） 

来館者数一覧表（平成 29 年度～令和元年度） 

館内利用の様子 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計

令和元年度 8,551 18,756 10,873 10,641 16,102 13,161 17,324 17,234 4,263 3,239 3,671 6,574 130,389

平成30年度 9,482 15,179 10,759 11,536 19,103 12,252 15,820 13,986 3,315 2,657 3,262 5,986 123,337

平成29年度 7,472 16,905 10,798 12,310 18,444 13,596 13,438 14,658 2,964 2,082 2,650 5,846 121,163
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（2）ハイビジョン映像上映回数 

・令和元年度ハイビジョン映像上映回数は 732 回、延べ人数は 5,446 人であった（前年度比：回数 1

増、人数 7％増）。 

・外国語字幕での上映は、個人・少人数での利用が増えたために回数は昨年度よりも増えたが、団体

ツアーの減少のため人数は 40％減となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計
令和元年度 329 1004 561 775 685 149 652 664 200 162 154 111 5,446
平成30年度 390 752 590 647 694 397 422 542 115 105 138 311 5,103

平成29年度 626 880 575 829 1,039 645 1,053 1,149 137 56 187 199 7,375

外国語上映人数内訳（令和元年度） 

） 

ハイビジョン映像上映人数推移（平成 29 年度～令和元年度） 

） 

ハイビジョン映像上映人数一覧表（平成 29 年度～令和元年度） 

） 
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２．利用案内と展示・自然ふれあい事業 

（1）利用案内と国際化 

・長者原ビジターセンター受付カウンターにて、国立公園の利用案内および自然情報等の提供をおこな

った。 

・英語での利用案内・解説ができる自然解説員を、週 3 日以上配置し、利用案内の国際化に努めた。 

・受付カウンターに英語での対応ができることの他、筆談でも案内できることを表示した。 

・坊ガツル-雨ケ池方面登山道入り口やスガモリ越え方面の登山道入り口などの長者原周辺の案内地図

を作成し、来館者がわかりやすいよう工夫した。 

・外国語で案内できるようにするため「POCKETALK」を配備し、英語のみでなく多国言語に対応でき

るよう案内の充実を図った。 

・子どもでも楽しめるような館内アクティビティ（クイズラリー・スタンプラリー・足跡探し等）を設

置し、英語版も提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外国人に対する利用案内の様子 多言語対応が可能なことを受付に掲示 

長者原周辺の案内地図 

受付カウンターでの利用案内の様子 くじゅう連山自然情報 
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（2）館内展示および自然ふれあい事業 

① 常設展示 

・下記の頻度で手作り展示を更新した。手作り展示や館内案内は英語併記をおこない、展示・案内の国際

化に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジターセンター2 階 

・2 階はメインの入口となっており、来館者の出入りも多いため、自然に関する情報および登山道情報

を提供したり、展望を利用した休憩スペースを設置したりしている。また、観光利用者や登山初心者

向けに、登山の服装等のマナーや、周辺地域の観光情報等もわかりやすく紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① お知らせコーナー 

センターからのお知らせ等を掲示した。 

 

② くじゅうの自然写真館 

くじゅう地域の旬な風景や生きものの写

真を展示した。 

③ 登山のルールとマナー 

登山の初心者向けに、季節ごとの登山の

服装や、注意点などの説明をした。 

④ 観光情報コーナー 

国立公園周辺の見どころ等を、カケスマッ

プ（周辺観光マップ）や写真などを使って紹

介した。 

展示箇所 頻度

お知らせコーナー 写真① 2階入口付近 随時

くじゅうの自然写真館 写真② 2階受付付近 月2回

登山のルールとマナー 写真③ 2階受付付近 年7回

観光情報コーナー 写真④ 2階受付付近 年4回

展望コーナー 写真⑤ 2階展望スペース 随時

くじゅう連山自然情報 写真⑥ 2階受付付近 随時

実物展示 写真⑦ 2階受付付近 随時

ハンズオンコーナー 写真⑧ 1階壁面付近 月1回

ワークテーブル 写真⑨ 1階及び2階 年5回

くじゅう植物図録 写真⑩ 1階野焼きコーナー横 随時

タデ原フィールドガイド 写真⑪ 1階入口付近 月2回

キッズコーナー 写真⑫ 1階階段横 随時

くじゅうの自然を支える活動 写真⑬ 階段ボード 年4回

モニタリングサイト1000里地調査紹介 写真⑭ 階段ボード 年4回

チームタデ原活動紹介 写真⑮ 階段ボード 年5回

展示内容
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ビジターセンター1 階 

・1 階は、滞在時間が十分にある来館者が多く、タデ原湿原木道やくじゅう連山登山道につながる出入

口となっているため、タデ原やくじゅう連山についての詳しい自然解説内容を展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ハンズオンコーナー 

実物に触ってみることが出来るハンズオンコ

ーナー。くじゅうに生息する動物の剥製や鳥

の巣、紅葉の情報、マンサクの花のつくりな

どを紹介した。 

⑨ ワークテーブル 

来館者参加型の展示。紅葉の葉っぱ作りや、

昆虫の切り絵、七夕飾り作りなどを行った。 

子どもから大人まで楽しそうに工作してい

た。 

⑥ くじゅう連山自然情報 

マンサクやミヤマキリシマの開花情報、紅

葉情報など問い合わせの多いものを館内に

掲示した。 

 

⑦-1 実物展示 ⑦-2 実物展示 

     ⑤ 展望コーナー 

雄大な景色を眺めながらゆっくりできるコ

ーナー。書籍や新聞を置いて、ソファーに座

ってくつろいでもらえるようにした。 

タカハヤやホオジロの巣などの実物を置き、来館者が季節を感じたり、小さな発見をしたりできるコ

ーナーを設置した。特にタカハヤの実物展示は来館者が立ち止まって観察する様子がみられ、楽しん

でいた。 
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階段 

・2 階の入り口から入ってきた来館者が、タデ原湿原や館内トイレに向かう動線上に階段があり、多

くの来館者が自然と展示を目にする場所であることから、くじゅうで行われている自然保護活動等

を普及啓発する内容を展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑪ タデ原フィールドガイド 

今見られる植物や動物などを、楽しみ方

の幅を広げる職員手づくりの解説付きで

紹介した。 

⑫ キッズコーナー 

自然関係の絵本やパズルなどを置き、子どもや

親子連れがゆっくり遊べるコーナーにした。 

⑩ くじゅうの植物図録 

くじゅう地域のボランティア団体、「九重の自然

を守る会」が作成した植物図録を、職員が季節ご

とに入れ替えて展示した。 

⑬ くじゅうの自然を支える活動 

「飯田高原野焼き実行委員会」による野焼き

や「パークボランティアの会」の活動、登山

道整備活動など、くじゅう連山で行われた自

然保護活動を紹介した。 

⑭ モニタリングサイト 1000 

「九重の自然を守る会」がタデ原で行って

いる植物モニタリング調査の様子を紹介し

た。 
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クイズラリー・スタンプラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示の国際化対応 

・手づくり展示については英語での解説を作成し、国際化への対応に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ チームタデ原活動紹介 

九重町の小中学生が参加する「チームタデ原」

の活動を紹介した。 

クイズラリー・スタンプラリー 

シート配布の様子 

・来館者が目的をもって展示を楽しめるように企画したアクティビティ。特に、子どもたちが喜んで

参加していた。参加者数はクイズラリーが 1,627 人、スタンプラリーが 1,315 人であった。 

・学校や青少年団体での利用者にとても喜ばれた。 

・シートは日本語と英語の２種類を用意した。 

・できたものを受付でチェックし、オリジナルシールをプレゼントした。 

クイズラリー・スタンプラリーの参加者の様子 
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② 企画展示 

ラムサール条約登録湿地・タデ原湿原 

実施期間：平成 31 年 4 月～令和元年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「くじゅうの野鳥」 

実施期間：令和元年 7 月～令和元年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多くの来館者の目的地ともなっているタデ原湿原について、周辺を含む立体地図を作成

し、湿原の成り立ちや地形の特徴についてわかりやすく解説した。また、九州内の他のラム

サール条約登録湿地についても写真と解説を展示した。主な解説には英語の説明を加え、外

国の方にも理解できるようにした。 

 タデ原湿原の立体模型は、木道の位置やタデ原の広がりなどが視覚的にとらえやすく好評

だった。来館者はタデ原湿原周辺の海抜や湿原への水の流れなどについて理解を深めたよう

だった。坊ガツル湿原についても同様の模型を作成してはどうかという声があった。 

 夏の時期にくじゅう周辺で見られる野鳥 34 種を、写真と解説でわかりやすく紹介した。写真

の大半は日本野鳥の会大分支部の後藤氏より借用し、解説は英文併記で職員が作成したうえ

で、後藤氏に監修していただいた。簡単なクイズやアンケートなども設置し楽しく観覧できる

よう工夫した。 

 来館者は興味深そうに写真や解説を見ており、詳しい解説まで読み込んでいる人が多いよう

だった。ビジターセンター職員だけでは写真や資料の収集が難しい分野について、地域の専門

家の協力を得ながら展示につなげるという方法のモデルとなるものといえる。 
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「アクティブ・レンジャー写真展」 

   実施期間：令和元年 9 月～令和元年 11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ミニ企画展 くじゅうのカエデいろいろ」 

   実施期間：令和元年 10 月～令和元年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「写真で振り返る 2019 年」 

実施期間：令和元年 12 月～令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

環境省の協力で、九州内で勤務するアクティブ・レンジャーの撮影による写真展を開催し

た。九州各地で持ち回り開催された写真展の一環である。 

国立公園を中心に、九州の自然をいろいろな視点から捉えた写真を 14 枚のパネルにまと

め、他に 15 種類の野鳥や花などを紹介した。アクティブ・レンジャーならではの写真であ

り、各地の様子がよくわかる展示となった。 

特に九州外からの来館者に好評であり、写真が撮影された場所についての質問もあった。 

2019 年 1 月から 12 月までの間に職員が撮影した写真の中から、各月 4 枚ずつの選りすぐり

の写真をコメントとともに展示した。コメントには英文を併記し、気に入った写真にシールを

貼るスペースを設けて来館者参加型の展示となるようにした。 

写真でくじゅうの一年間を振り返ることができ、感想を言い合いながら眺めたりシールを貼

ったりしていた。雪景色や紅葉の写真の人気が高かったようだ。 

紅葉が見ごろになる時期に合わせて、くじゅうの代表的なカエデのなかまを紹介するととも

に、カエデのなかまの特徴や紅葉のしくみについて解説した。 

カエデの紹介には英文も併記した。また、本物のタネとタネの模型を置いて、それらを飛ば

して種が回転しながら落ちる様子を観察できるコーナーも設けた。 

熱心に眺めている来館者も多く、より詳しくカエデの分類や紅葉のしくみについて知る機会

になった。また、子どもたちもタネを飛ばして楽しんでいる様子が見られた。 

。 
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③ 自然ふれあい事業 

ａ）タデ原の自然観察会 

・令和元年度の自然観察会開催回数は 68 回、参加者数は延べ 801 人。（前年度比：約 7％減） 

・九重の自然を守る会の会員がボランティアガイドをおこなう。参加費は無料。 

・近年、団体参加者・個人参加者ともにリピーター率が高くなってきている。しかし、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、3 月は観察会を中止した。今後、新型コロナウイルス感染症による影響が懸念

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然観察会参加者数推移（平成 29 年度～令和元年度） 

） 

自然観察会参加者数一覧（平成 29 年度～令和元年度） 

） 

自然観察会の様子 

） 



11 

 

ｂ）国立公園レクチャー 

国立公園レクチャー 

・ビジターセンターを利用する学校や団体に対し、ビジターセンター職員が国立公園やタデ原湿原に

ついて解説を行うもの。参加人数等に応じて、15～30 分程度のレクチャーを行った。 

・国立公園レクチャーの受け入れ回数は 19 回、利用者延べ 969 人。(前年度比 18％増) 

・団体での国立公園レクチャー依頼が前年度より 8 件増加し、延べ人数も 18％増加した。 

・今後は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和元年度 国立公園レクチャー一覧 

） 

国立公園レクチャーの様子 

 

日にち 曜日 概   要 参加者
4月18日 木 大分県立中津南高等学校 215
5月14日 火 日田市立三隈中学校 180
5月16日 木 宇佐産業科学高校 22
5月17日 金 日田市立南部中学校 57
5月17日 金 豊後大野市立清川中学校 26
5月19日 日 国東中学校 70
5月23日 木 犬飼中学校 30
5月30日 木 九重町立飯田小学校 9
6月14日 金 由布市立庄内中学校 38
7月9日 火 九重町立飯田小学校６年生 11
7月11日 木 九重町立飯田小学校４年生 12
7月15日 月 久留米中学校 120
7月16日 火 九重町立飯田小学校６年生 11
8月19日 月 宇佐市八幡小学校 39
9月23日 月 野鳥の会北九州支部 18
9月30日 月 安心院中学校 2
10月24日 火 大分県山岳遭難対策協議会 50
1月29日 水 中津市津民小学校 12
2月15日 土 ここのえ緑の探検隊 47

969合　　計
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ｃ）視察研修対応 

・行政機関をはじめとする関係者の視察等の受け入れを随時行い、職員が館内展示や阿蘇くじゅう国

立公園、タデ原の自然環境などについて解説をおこなった。 

・関係機関からの視察が多かった。 

・令和元年度の受け入れ回数は 13 回、利用者数は延べ 88 人と前年度より増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 館内維持管理業務 

・ビジターセンター館内は、閉館後にゴミ拾い、床のモップがけ、館内トイレ清掃を毎日実施した。 

・年 1 回の清掃業者による特別清掃（ワックスがけ等）を、2 月に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和元年度視察研修受け入れ事業一覧 

） 

中国福建省林業交流訪日団 視察 公益財団法人阿蘇グリーンストック 視察 

日常清掃の様子 

） 

特別清掃の様子 

実施月日 曜日 概     要 参加者
4月16日 火 APU及び鹿児島大学 6
6月3日 月 アジア太平洋大学（APU) 13
6月21日 金 ビューティーオブジャパン 1
7月21日 日 大分県植物研究会 3
7月30日 火 JTB福岡支店 3
9月30日 月 中国福建省林業交流訪日団 8
10月13日 日 有明海ぐるりんネット 10
11月12日 火 佐世保市議会 20
11月22日 金 環境省本省 2
12月3日 火 九重町、ツーリズム大分 8
12月19日 木 一般財団法人セブン・イレブン記念財団 10
12月19日 木 土佐清水市役所 2
12月24日 火 公益財団法人阿蘇グリーンストック 2

88合　　計
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３．来館者アンケート結果 

 

2019 年 4 月 30 日～5 月 5 日、10 月 26 日～11 月 4 日に来館者アンケートを実施し、合計 212 名から回

答を得た。以下の結果は２回の調査の合算である。 

(1) 回答者について 

福岡県 大分県 熊本県 九州中四国 関西 中部以東 

23.6％ 17.5％ 6.6％ 25.9％ 8.5％ 17.9％ 

 

20 歳未満 20 歳～39 歳 40 歳～59 歳 60 歳以上 

9.9％ 13.2％ 42.9％ 34.0％ 

(2) 長者原を訪れた目的【複数回答】 

タデ原の散策 登山 ビジターセンター 偶然通りがかった ツアーの一部 その他 

52.8％ 16.5％ 15.6％ 15.1％ 6.1％ 3.8％ 

(3) 来館回数 

はじめて 2～3 回目 4～5 回目 6 回以上 

56.9％ 18.5％ 6.2％ 18.5％ 

(4) 展示内容について 

たいへん満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 

68.2％ 26.1％ 5.7％ 0％ 0％ 

(5) 職員の対応について 

たいへん満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 

68.6％ 17.6％ 13.7％ 0％ 0％ 

(6) 館内の設備について 

たいへん満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 

65.9％ 27.5％ 6.6％ 0％ 0％ 

(7) 知りたい情報について【複数回答】（上位のもののみ） 

花と植物 動物 登山情報 歴史や文化 温泉情報 自然を守る活動 

47.6％ 38.9％ 38.9％ 26.5％ 21.8％ 19.9％ 

(8) よかった展示について【複数回答】（上位のもののみ） 

2F 企画展（タデ原） 2F 自然写真館 2F 企画展(AR 写真展) 2F シアター 2F 登山情報 1F 航空写真/野焼き映像 

57.6％ 46.5％ 38.2％ 33.7％ 32.7％ 28.7％ 

(9) 回答者の主なコメント（抽象的なもの、重複した内容のものは省略） 

【５月】折り紙で花を折るのがとても久しぶりで楽しかったです。くじゅうは自然が豊かだと思いま

す。 / 湿原のことをよく知れてよかったです。ガイドツアーも楽しめました。 / とても充実し

た施設で見ごたえがあった。 / 山歩きのあと坊ガツルで見た花の名前を知ることができて良かっ

た。 / 植物の見頃情報が多くありがたい。 / クイズラリーやスタンプラリーなど子どもが楽し

めた。 / 自然観察会はとても丁寧にご対応いただき、ありがたかった。 / くじゅうや自然のこ

とがよくわかり、子どもたちも楽しめた。 / 行動食や飲み物も扱ってくれるとうれしいです。 / 

タデ原へのアプローチとしてとてもよいところだと思います。また来たいです。 / くじゅうには何

度も来たことがあるがビジターセンターもタデ原も知らなかった。素敵なところだったので周囲にも
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薦めたい。 

【10 月】季節に合わせた展示で何回来ても楽しい。学生さんや子供たちの活動も展示されていてわか

りやすい / コーヒーカウンターがあったらいいと思う / （以前の展示の）九重の好きな山ベス

ト 10 が面白かった / 展示内容が入れ替わっていてよい / ハイビジョンシアターが見ごたえあり

ました / 展望室で癒されます / トイレがウォシュレットだといいなぁ / タデ原散策 60 分コ

ースがわからなかった / 子供から大人まで楽しめた / 登山道整備の展示などもっとだして良い

と思う / 写真も美しくよかった  

(10) 分析 

・前年に比べて、遠方からの来館者および 40～50 代の来館者の割合が増加した。５月の調査が超大型

連休中（10 連休）であったことが影響したと考えられる。また、5 月に比べると 10 月の方が、年齢

層が高くなる傾向にあった。 

・来館目的と知りたい情報については、前年の調査と同様に「タデ原散策」を目的とし「花や植物」

の情報を得たいという層が来館者の中心であり、次が「登山」を目的とし「登山情報」を得たいと

いう層であると考えられる。展示も、この点を意識したものとするとよいだろう。 

・はじめての来館者が６割近くで最も多いが、近県からは繰り返し訪れているリピーターも多い。リ

ピーターは展示や設備への満足度も高かった。 

・展示、職員対応、館内設備についての評価は昨年度と大きく変わらず、おおむね良好であった。今

後も維持・改善に努めたい。 

・展示については、企画展示や自然を紹介する写真展示の評価が高かった。また、2 階にある展示の

評価が高い傾向にあり、1 階の展示については評価が分散した。主な入口が２階であり、アンケー

トの配布および回収も２階でおこなっていることも関係したと思われる。ハイビジョンシアターや

野焼き映像などの動画展示は、年齢が高い層に人気があるようだ。 

・スタンプラリーやクイズラリーは、アンケート項目にないものの、感想としてよかったものに挙げ

る人が多く、好評である。特に家族づれに人気があり、今後も継続したい。 
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Ⅱ．教育・普及啓発活動 

 

１．普及啓発活動 

 

（1）遭難事故防止活動 

牧ノ戸峠 登山ミニレクチャー 

 開催日時：令和元年  6 月 2 日（日）7：30～9：30 

            11 月 3 日（日）7：30～9：30 

             

 場所：牧ノ戸峠登山口 

・公園利用者への適切な利用促進の一環として、くじゅう連山最大の登山口として利用されている牧ノ戸峠

登山口において、「登山ミニレクチャー」を実施し、登山者に対する公園利用マナーの普及啓発を行った。 

・呼びかけた内容は、服装点検、持ち物確認、登山道の歩き方（植生保護のため）、ゴミの持ち帰り、下山時

刻の確認、山のトイレの利用方法など。同時に登山届を提出するコーナーを設け、登山届の提出を促したほ

か、スタッフが登山コースの相談にのった。 

・今年度も、ミヤマキリシマ繁忙期、紅葉繁忙期に各 1 回実施した。6 月のレクチャーは雨天のため呼びか

けのみ行った。紅葉の時期のレクチャーでは多く人が朝早くから登山口に集まっており、呼びかけに応じ

て登山届の提出に協力をしてくれた。 

・ビジターセンター職員のほか、環境省くじゅう管理官事務所、大分県警察本部、大分県自然保護推進室、

九重ふるさと自然学校、くじゅうネイチャーガイドクラブの協力があり、各回 4～7 名体制で呼びかけを行

うことができた。 

・登山届提出を呼びかけることにより、登山計画の不備や、登山地図・ストックキャップ等の準備不足など

についてアドバイスをすることができ、安全・適切な登山マナーの認識の向上につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

呼びかけの様子（6 月） 登山届を記入する様子（11 月） 
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（２）広報活動 

① くじゅうファンクラブ（くじゅう地区管理運営協議会）ホームページ  

 令和元年度「最新情報」更新回数 23 回 

・平成 28 年度に立ち上げたホームページ上で、くじゅうについての様々な情報提供をおこなった。 

・今年はくじゅうファンクラブホームページ内に、新たに当ファンクラブが運営する長者原ビジターセン

ターの紹介ページや、くじゅうの歩き方をダウンロードできるサイトも開設した。 

・これまで通り、「最新情報」のコーナーでは、長者原ビジターセンターからのお知らせのほか、登山道

整備活動等の協議会事業の報告や大分県主催の「山のトイレをきれいに使い隊運動」など、くじゅうを

守る活動等について紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② くじゅうファンクラブ フェイスブック 

令和元年度投稿回数：88 回 

・くじゅう地区の最新の情報を幅広く提供するとともに、くじゅうに関心と持ってもらうことを目的に、

フェイスブックに情報を掲載した。 

・フォロワーの人数は、年度当初の 4,076 人から令和２年 3 月末には 4,662 人へ 14％増加した。各地の

ビジターセンターのフェイスブックページでは最大のフォロワー数となっている。 

・投稿がタイムラインやシェア・検索などを通じて受け手に表示された数を示す「リーチ数」は、平均す

ると 1 回の投稿あたり 3,052 回であり、合計でのべ 27 万人弱に情報が届けられたことになる。リーチ

数の最大は 7,842 回（5 月 25 日）で、ミヤマキリシマの開花情報、紅葉情報、積雪情報、落石などの登

山道情報については特に多くの人が閲覧やシェアをおこなっている。 

・英語のコメントやハッシュタグを併記することで、外国人からの反応も継続的にみられている。 
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③ くじゅうファンクラブ インスタグラム 

令和元年度投稿回数 43 回 

・くじゅう地区の美しい写真を通じて、国内外で幅広くくじゅう地区に関心を持ってもらうために、イ

ンスタグラムへの投稿を実施した。 

・今年も閲覧者が増加すると共に、順調にフォロワー数が伸びていき 600 人を超えた。（前年度比 36％） 

・特にミヤマキリシマの時期と紅葉の時期は、「いいね！」が多くなった。 

・今後もフォロワー数を伸ばしながら、くじゅうの旬な情報を届けたい。 

・英語のハッシュタグをつけるだけでなく、英語でのコメントを併記したことで、外国人利用者からも

いいね！の反応があった。くじゅうについての認知度を国内外に高めるために役立ったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「くじゅうだより」の発行 

・くじゅうの自然をより深く理解してもらうことを目的に、年 4 回発行した。ビジターセンター内で配

布するほか、くじゅう地区管理運営協議会の各会員施設でも配布した。 

・多くの散策道や登山道に興味を持ってもらえるよう、コース紹介を積極的に行った。 

・コース紹介の他に季節ごとのお勧めスポットや植物の紹介もおこなった。 
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⑤自然情報の提供 

・植物の開花や紅葉の進み具合を調べ、「自然情報」として館内に掲示するとともに、メーリングリスト 

登録者および近隣の観光案内所や施設に随時配布した。 

・今年度作成した自然情報は次の通り。 

タデ原自然情報：4～10 月に月 2 回、計 13 回 

ツクシシャクナゲ開花情報：4～5 月に 3 回 

ミヤマキリシマ開花情報：5～6 月に 7 回 

紅葉情報：10～11 月に 10 回 

マンサク開花情報：2～3 月に 3 回 

 ・タデ原やくじゅう連山を訪れる人にとって役に立つ情報源となっている。今後もきめ細かな情報提供

を心掛けながら継続していきたい。 
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２．環境教育活動 

 

「チームタデ原～ヒゴタイ子を守る会～」 

・平成 27 年度にくじゅう地域で開催された KODOMO ラムサールをきっかけに、地元の小中学生で結成

された自然保護活動グループ。現在のメンバーは中学生 3 名、小学生 10 名の計 13 名（今年度 4 名加入）。 

・子どもが主体となった活動グループを目標とし、子どもたち自身で活動を計画・実行・振り返りをおこな

っている。その活動のサポートを当協議会がおこなった。 

・今年度は 4 月の猪の瀬戸湿原の見学から始まり、夏にはタデ原に咲く花のスケッチに挑戦したり、坊ガ

ツルへキャンプに行くなど積極的に活動に取り組んだ。また例年夏におこなうキッズガイドを、今年は秋

の時期におこない、訪れた人たちへ夏の時期とはまた違う魅力を伝えることができた。中学生は大分大学

で開催された自然環境研究発表会でチームタデ原の活動を話す事ができ、地域の人だけでなく多くの方へ、

チームタデ原への関心を持ってもらう事ができて有意義な活動になった。 

  ・2 月の終わりに東京で開催予定の KODOMO ラムサール in 葛西海浜公園への参加や 3 月に行われるタ

デ原の野焼きの見学については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏に咲く花のスケッチをする様子 

秋のキッズガイドの様子 タデ原に生えるコケを観察する様子 

猪の瀬戸湿原見学の様子 

令和元年度 「チームタデ原～ヒゴタイ子を守る会～」活動一覧 

年間活動表 

4月20日 土
5月19日 日
6月22日 土
7月13日 土

8月7日～8日 水～木
10月6日 日
10月19日 土
12月1日 日
12月21日 土
2月8日 土

タデ原の植物を知ろう

開催日 概要
猪の瀬戸湿原見学
年間計画の話し合い

オオハンゴウソウ駆除活動

坊ガツルキャンプ
秋のタデ原キッズガイド

ふるさと祭り活動発表(中学生参加)

草よせとタデ原のコケの観察
大分県自然環境研究発表会(中学生参加)

バードウォッチングと１年間のまとめ
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総合学習支援活動 

九重町及び竹田市で総合学習の支援活動を受け入れている。九重町立飯田小学校では、総合学習で各学年

ともタデ原について学んでおり、講師の派遣やガイドの支援などを実施した。 

 

 〇九重町立飯田小学校 6 年生 7 月 28 日、8 月 4 日 

   6 年生はタデ原についての学習の集大成として、夏休み期間中に一般のお客さんを案内するタデ原のキ

ッズガイドをすることを目的に、伝えたいことやガイドの心得について学び、本番では一般のお客さんを

案内する支援活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇九重町立飯田小学校 5 年生 9 月 19 日 

 「身近な環境問題」をテーマに、タデ原の見学をしながら身近で感じる環境問題について授業をおこな

った。子ども達からの質問にも答えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇九重町立ここのえ緑陽中学校 3 年生  

・10 月 3 日・4 日 職場体験学習の受け入れ（1 名） 

長者原ビジターセンター業務の体験ということで、受付業務や展示作成業務の体験を行った。 

・2 月 28 日 「九重町をより魅力ある町にするためにはどうしたらよいだろうか」（62 名） 

グループに分かれて九重町の提言を検討する学習で、「自然環境・観光」分野の助言者として出席し

た。それまでに生徒が調べたことを元に、九重町の抱える課題や改善策について話し合った。 
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Ⅲ．自然環境保全・調査活動 

 

１．自然環境保全活動 

（1）オオハンゴンソウの駆除活動 

特定外来生物であるオオハンゴンソウがタデ原周辺でも増殖し、問題になっている。今年もくじゅう

地区管理運営協議会の会員等と連携しながら、タデ原湿原と飯田高原周辺のオオハンゴンソウの駆除活

動を実施した。 

 6 月 22 日 オオハンゴンソウ駆除 飯田地区まちづくり協議会主催【職員が参加】 

 8 月 4 日 オオハンゴンソウ駆除 九重の自然を守る会主催【職員が参加】 

 8 月 31 日 オオハンゴンソウ駆除 九重の自然を守る会主催【職員が参加】 

10 月 6 日 オオハンゴンソウ駆除 MS&AD ホールディングス 

その他随時、他団体によるオオハンゴンソウ駆除活動実施時に道具等の貸出を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（2）美化清掃活動等 

 4月末からの 10連休のゴールデンウィークからミヤマキリシマの開花時期である 6月中旬にかけて、

久住分かれにある山岳トイレのオーバーユースが問題となったため、トイレの適正利用を普及啓発する

チラシやポスターを作成して関係機関に配布したほか、ポスターも作成して牧ノ戸登山口などに掲示を

行った。 

 また、7 月 31 日に大分県主催「山のトイレをキレイ

に使い隊運動」に参加し、久住分かれトイレ美化清掃活

動への協力を呼びかけた。8 月 2 日には自然公園クリ

ーン作戦に協力し、道具の貸し出しや軍手・お茶の提供

を行った。 
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（3）野焼き活動 

くじゅう地区では、草原景観の維持と希少種の保護などを目的に各地で野焼きが実行されている。 

協議会としては、飯田高原野焼き実行委員会の構成メンバーとして、次の野焼き活動の実施を支援した。 

・令和 2 年 3 月 22 日 大将軍・やまなみハイウェイ沿い野焼き～職員が参加、用具貸出、飲料提供 

・令和 2 年 3 月 25 日 一目山野焼き～用具貸出 

 

 

 

 

 

 

 

 

           大将軍・やまなみハイウェイ沿い野焼きの様子 

 

（4）九重町自然環境保全推進委員会 

九重町の自然環境保全推進委員会に委員として 11 月 29 日、1 月 27 日に参加し、生物多様性ここの

え戦略の推進や、戦略に基づいた啓発事業の策定に協力した。 

 

（5）生態系維持回復事業検討会議 

    環境省主催の「生態系維持回復事業検討会議」（12 月 24 日）に委員として参加し、くじゅう 

地域の自然環境保全のあり方について検討した。 
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２．調査活動 

（1）モニタリングサイト 1000 里地調査 

・九重の自然を守る会が主催のタデ原の植物相の調査（3～11 月に毎月 1 回実施）（環境省のモニタリ

ングサイト 1000 里地調査に登録 ）の実施に協力した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （2）長者原地区植物保全協議会 

大分県のやまなみハイウェイ拡幅工事に伴う長者原地区植物保全協議会に、委員として 5 月 15 日、

9 月 3 日、9 月 30 日、2 月 19 日に参加し、やまなみハイウェイ沿線の植物相のモニタリング調査及び

工事方法について検討する会議に出席した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （3）野焼き範囲調査活動 

久住高原みちくさ案内人倶楽部が主体的に実施している、久住高原の野焼き範囲の調査活動（11 月

13 日）に協力した。 
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Ⅳ．登山道等管理活動 

１．登山道保全活動 

（1）登山道整備活動 

・令和元年 10 月 23 日、大分県遭難防止対策協議会主催の長者原～雨ケ池ルートの登山道整備活動に

参加し、迷いやすい場所などに新たにロープを張り、遭難防止対策を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和元年 11 月 11 日（月）、玖珠美山高校 3 年生の卒業記念として、くじゅう地区管理運営協議会会

員と協力し、長者原～諏峨守越間の登山道保全整備活動を行った。階段補修、ロープ張り替え、藪掃

いの担当に分かれ、会員が作業指導を行った。 

 当日は曇りの天候で風もあり寒い中の作業だったが、生徒たちは、「登山道が補修され、登りやすく

なった。」「寒かったけど、きれいになったので嬉しい」等の感想があった。今後も会員の協力を得な

がら登山道整備活動を継続していきたい。 

 

 

 

 

 

 

         

 

（2）道標・山頂標柱交換 

・登山道の老朽化している道標について、新たに 3 基の補修・交換を行った。 

本年度交換した道標および山頂標柱は次の通り。交換の際にはいずれも英語表記を併記し、外国人登

山者にもわかりやすくなるようにした。 

ア 御池分岐（久住山・中岳方面分岐） 

イ 稲星越分岐（稲星山・中岳・白口岳分岐） 

ウ ソババッケ分岐（大戸越・風穴・男池登山口分岐） 
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       道標交換作業の様子              新しくなった道標 

 

（3）登山道についての情報収集・情報提供 

・登山者から寄せられた登山道についての情報を集約し、環境省、林野庁、大分県等の関係機関に提供

した。寄せられた情報は、倒木、スズメバチ、道標についての要望等である。また、登山道の状況に

ついては、一般の登山者などから主に電話で多くの問い合わせがあり、これらについても丁寧な対応

を心掛けた。 

 

 

２．長者原周辺の美化清掃活動 

（1）清掃業務 

・長者原公衆トイレについて、職員による日常清掃を行った。ミヤマキリシマの時期・夏休み中・紅葉

の時期などには１日に２回点検や清掃を行うなど対応を強化し、常に清潔なトイレが保たれるよう努

めた。また、消臭剤を各便器に設置し、悪臭の改善に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

    トイレの日常清掃業務         トイレ床のブラシがけ          便器の清掃 

 

（2）園地管理業務等 

・長者原園地、駐車場及びその周辺において、ゴミ拾い等の清掃活動を随時実施した。また、タデ原周

辺の自然歩道脇の草刈りを随時実施した。 

・長者原園地周辺の落ち葉の清掃を行った。 

・積雪時には駐車場の白線が見えなくなるので、通路にコーンを設置して利用者の混乱を防いだ。 

・牧ノ戸峠駐車場および登山口においては、大分県による管理を補助する形で、随時ゴミ拾いを行った。 
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 （3）タデ原湿原木道の保守業務 

・3 月末に実施されるタデ原の野焼きに備え、タデ原湿原木道が延焼しないよう、11 月 12 日、13 日に

木道の周囲の防火線切りおよび草寄せの作業を行った。 

・タデ原湿原木道を随時巡回し、異常個所がないかどうか確認するともに、ごみ拾いを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

  

園地のゴミ拾い 四阿にたまった落ち葉掃除 

防火線切り 草よせ 
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Ⅴ．その他 

1．くじゅうファンクラブ賛助会員・寄付制度 

（1）賛助会員制度 

・パンフレットの配布等でくじゅうファンクラブの活動に賛同する賛助会員を募った。 

・賛助会員数 個人会員：52 件、団体会員：8 件 

（参考：平成 30 年度賛助会員 個人会員 51 件 団体会員 6 件） 

 

（2）くじゅうファンクラブ募金箱の設置 

・くじゅう地区管理運営協議会の会員および賛助会員の関係施設のうち、賛同していただいた施設に

募金箱を設置し、協議会活動への支援を募った。募金総額は 135,192 円となった。 

・くじゅう連山の環境保全を呼びかけるチラシを配布し、寄付を募った。個人からの寄付が 3 件、団

体からの寄付が 10 件あり、寄付金の合計は 266,644 円となった。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

2．くじゅう連山の登山道の管理についての会議開催 

ア くじゅう連山登山道情報共有会議（8 月 29 日 10:00～12:00） 

くじゅう連山における登山者の安全を確保するために、登山道の管理上の課題や問題点を抽出し、

今後の対策の方向性について協議した。 

参加者：大分森林管理署／大分西部森林管理署／大分県山岳遭難対策協議会（大分県警察本部）／

環境省くじゅう管理官事務所／大分県／竹田市／九重町／九重・飯田高原観光協会／法華院温泉山

荘／九重の自然を守る会／NPO 法人くじゅうネイチャーガイドクラブ／一般財団法人九電みらい財

団（NPO 法人久住高原みちくさ案内人倶楽部は欠席） 

 

イ くじゅう地区管理運営協議会幹事会（9月 6日,11月 26日,＊3月 27日）＊新型コロナの影響で書面会議 

  8 月に実施したくじゅう連山登山道情報共有会議を受けて、くじゅう地区管理運営協議会の中で 

登山者の安全を確保するため、くじゅう連山の登山道の管理のあり方について協議した。 
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3．阿蘇くじゅう国立公園内のビジターセンターの連携について 

ア 情報交換会（4 月 23 日、2 月 21 日 於 阿蘇山上ビジターセンター・自然公園財団阿蘇支部） 

平成 31 年 3 月の阿蘇山上ビジターセンターのオープンを契機に、南阿蘇・阿蘇山上・長者原の３つ

のビジターセンターの現状や連携の在り方について情報交換をおこない、今後も職員の相互訪問や

展示の共通化などにおいて連携を深めていくことで一致した。 

 

イ 職員訪問 

9 月 2 日 職員（渡辺）が南阿蘇および阿蘇山上ビジターセンターを訪問し、展示の見学や情報交

換をおこなった。 

1 月 10 日 職員（伊東）が南阿蘇および阿蘇山上ビジターセンターおよび阿蘇草原保全活動センタ

ーを訪問し、展示の見学や情報交換をおこなった。 

 

ウ 案内展示の共通化 

各ビジターセンターを含む広域の案内展示について、共通のパネルを作成して設置できないか議論

を行い、原案を作成して検討した。来年度も引き続き検討を行い、展示につなげる予定である。 

 

 

4．職員研修実績 

① 普通救命講習  

開催日時：平成 31 年 4 月 22 日  参加者：大島、伊東、渡辺 

概要：AED の使い方や、応急処置などの普通救命講習を受講したもの。 

② モニタリングサイト 1000 里地調査 調査講習会・全国交流会 

開催日時：令和元年 10 月 19 日  参加者：伊東、渡辺 

概要：日本自然保護協会が主催する、大分県九重町で開催されたモニタリングサイト 1000 里地調査講

習会及び交流会に参加したもの。 

③ 第 8 回大分自然環境研究発表会 

開催日時：令和元年 12 月 21 日  参加者：大島、渡辺 

概要：大分大学で開催された、大分県内の自然環境の研究についての報告会に参加したもの。 

④ 藺牟田池・出水ツルフェスタ「ラムサール条約登録に向けたまちづくりシンポジウム」 

開催日時：令和 2 年 1 月 31 日～2 月 1 日  参加者：大島 

概要：ラムサール条約登録湿地の藺牟田池および、ラムサール条約登録を目指している出水ツル飛来

地を視察するとともに、出水ツルフェスタの一環として開催される「ラムサール条約登録に向

けたまちづくりシンポジウム」に出席し、九州内の湿地間における今後の連携の可能性につい

て検討したもの。 

⑤ 伐木等の業務に係る特別教育 

開催日時：令和 2 年 2 月 12 日～13 日  参加者：大島 

概要：チェーンソーの使用方法や点検・整備・法令に関する講習を受講したもの。 

 

その他、2 月～3 月に研修を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大のため中止とした。 
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5．新聞掲載記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    大分合同新聞→ 

令和元年 10 月 12 日（土） 

    大分合同新聞↑ 

令和元年 8 月 3 日（土） 

↑大分合同新聞 

令和元年 11 月 8 日（金） 

↑大分合同新聞 

令和元年 11 月 15 日（金） 
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6．地域の概要 

阿蘇くじゅう国立公園は、九州のほぼ中央に位置し、周囲約 100km に及ぶ世界最大級の阿蘇のカルデ

ラ地形と、その北東部に連なるくじゅう火山群、由布岳、鶴見岳からなる、火山地形と草原景観が特徴的

な国立公園である。その中でも、くじゅう地域は「九州の屋根」とも呼ばれ、1700 m 級の峰が連なり、

初夏はミヤマキリシマの花、秋は紅葉で山々が彩られる。また、山間の坊ガツル湿原・タデ原湿原は、国

際的に重要な湿地としてラムサール条約に登録されており、山麓の飯田高原・久住高原などの広大な高原

と並び、湿地性・草原性の多様な草花や野鳥・昆虫など多くの動植物の貴重な生育場所となっている。 

長者原ビジターセンターは、通称「やまなみハイウェイ」と呼ばれる、阿蘇と別府をつなぐ県道 11 号

線沿いの大分県九重町長者原地区にあり、くじゅう地域の拠点施設として利用されている。センターの眼

前にはタデ原湿原が広がり、設置された木道を歩くと、四季折々の自然を肌で感じることができる。 

 

  

阿蘇くじゅう国立公園 

指定：1934 年（昭和 9 年） 

公園面積：72,678ha（くじゅう地域 18,310 ha ） 

[ 位置図 ] 

長者原ビジターセンター 

● 

くじゅう連山（ミヤマキリシマ開花期） タデ原湿原 

阿蘇くじゅう国立公園 
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7．運営体制 

 

事務局 

九重町役場 商工観光・自然環境課内 

 

職員（くじゅう地区管理運営協議会 事務局職員） 

種村 英大（たねむら えいだい） 事務局長 

大島 和伸（おおしま かずのぶ）  

伊東 宗喜（いとう むねき） 

渡辺 彩花（わたなべ あやか） 

 

くじゅう地区管理運営協議会の構成 

環境省、大分森林管理署、大分西部森林管理署、大分県、九重町、竹田市、九重の自然を守る会、 

大分県立社会教育総合センター九重青少年の家、九重・飯田高原観光協会、筋湯温泉観光協会、 

筌ノ口温泉観光協会、NPO 法人竹田市観光ツーリズム協会、学校法人福岡大学（福岡大学やまなみ荘）、

株式会社おおいた観光サービス（オーベルジュ・コスモス）、飯田高原観光株式会社（長者原ヘルスセ

ンター）、やまなみ観光株式会社（レストハウスやまなみ）、有限会社みやま商店、寒の地獄株式会社（寒

の地獄旅館）、有限会社星生温泉（九重星生ホテル）、株式会社まきのとコーポレーション（九重観光ホ

テル）、九重ヒュッテ、株式会社エルランチョ・グランデ、有限会社牧ノ戸峠レストハウス（牧ノ戸売

店）、九重町飯田農業協同組合（飯田高原ドライブイン）、有限会社法華院温泉（法華院温泉山荘・法華

院温泉別館花山酔）、有限会社くじゅう倶楽部、九重森林公園株式会社（九重森林公園スキー場）、株式

会社橋本建設（スパ・グリネス）、株式会社ア・マ・ファソン（オーベルジュ・ア・マ・ファソン）、株

式会社星野リゾート（界 阿蘇）、飯田高原デザイン会議、一般財団法人セブン・イレブン記念財団（九

重ふるさと自然学校）、NPO 法人久住高原みちくさ案内人倶楽部、有限会社吉武建設（くじゅうやまな

みキャンプ村）、NPO 法人くじゅうネイチャーガイドクラブ、株式会社レゾネイト(レゾネイトクラブ

くじゅう)、一般財団法人九電みらい財団（敬称略・順不同） 

 

くじゅう地区管理運営協議会賛助会員 

九州電力株式会社（八丁原発電所）、九州林産株式会社林業部、福岡県高等学校体育連盟、有限会社ゆ

ふいん道の駅(道の駅ゆふいん)、公益社団法人ツーリズムおおいた、一般財団法人久住やすらぎ観光公

社（国民宿舎久住高原荘）、株式会社花公園（くじゅう花公園）、九重町観光協会（敬称略・順不同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

くじゅう地区管理運営協議会(くじゅうファンクラブ) 

【 事務局 】九重町役場商工観光・自然環境課 

【 事務所 】長者原ビジターセンター 

【 所在地 】〒879-4911 

大分県玖珠郡九重町大字田野 255－33 

【 電 話 】0973－79－2154 

【ホームページ】http://kujufanclub.com/ 

【Facebook ページ】http://www.facebook.com/choujabaruvisitor/ 

 

長者原ビジターセンター 

【住所・電話】上記に同じ 

【開館時間】9:00～16:00（5～10 月は 9:00～17:00） 

【 休館日 】年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）のみ 

【 入館料 】無料 

 

発 行 ／ 令和 2 年 3 月 31 日 

 


